
押
調
査
更
正
地
図
・
土
地
台
帳
附
属
地
図
が
あ
る
と
い
う
（
図
1
）。
地
租
改
正
地

引
絵
図
に
先
立
ち
、
壬
申
地
券
地
引
絵
図
・
検
見
耕
地
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
と
し
て

い
る
が
、
和
歌
山
県
下
で
は
、
そ
れ
ら
は
今
日
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
行
な
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

❶
地
籍
図
の
伝
来
と
保
存
状
況

　
和
歌
山
市
の
地
籍
図
は
、
約
二
〇
年
前
に
和
歌
山
市
役
所
の
税
務
長
に
問
い
合
せ

た
と
こ
ろ
、
各
地
区
の
担
当
者
が
保
管
し
て
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇

年
代
に
散
逸
し
て
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
旧
市
街
地
は
空

襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
こ
と
も
あ
り
、
和
歌
山
市
域
の
地
籍
図
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
も
の
と
、
筆
者
は
判
断
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

三
月
に
財
政
部
資
産
税
課
職
員
よ
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
た
地
籍
図
類
を
保
管
し

て
い
る
が
、
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
相
当
な
期
間
が
経
過
し
た
た
め
廃
棄
す
る

予
定
で
、
博
物
館
の
資
料
と
し
て
必
要
か
ど
う
か
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
移
管

の
希
望
と
伝
え
た
が
、
市
役
所
の
方
針
と
し
て
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
資
料
は
廃

棄
が
原
則
に
な
っ
て
お
り
、
移
管
は
で
き
な
い
と
の
回
答
で
、
年
度
末
に
廃
棄
処
分

す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
、
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
に
市
役
所
西
玄

は
じ
め
に

　
明
治
政
府
が
実
施
し
た
地
籍
調
査
及
び
地
籍
図
の
作
成
は
、
壬
申
地
券
交
付
の
調

査
に
は
じ
ま
っ
た
〔
佐
藤
一
九
八
六
〕。
地
籍
図
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の
区
画
を
示

す
境
界
（
筆
界
）･

地
番･

地
目･

小
字
名
・
面
積
な
ど
を
表
記
し
た
大
縮
尺
の
地

図
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
勤
務
す
る
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
お
い
て
収
集･

保
存

し
て
い
る
和
歌
山
市
域
の
地
籍
図
は
、
そ
の
大
半
が
字
ご
と
に
一
枚
の
紙
に
画
か
れ
、

大
字
ご
と
に
大
字
全
図
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
字
図
の
縮
尺
は
お
よ
そ
六

〇
〇
分
の
一
で
あ
る
が
、
正
式
な
測
量
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

〔
額
田
二
〇
〇
二
〕。

　
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
に
つ
い
て
、
和
歌
山
市
及
び
和
歌
山
県
下
の
市
町
村
で
は

近
年
ま
で
保
管･

所
在
状
況
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
、

地
籍
図
の
保
存
状
況
を
和
歌
山
市
だ
け
で
な
く
和
歌
山
県
内
に
対
象
範
囲
を
広
げ
て

行
な
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
地
籍
図
を
調
査
し
て
所
在
が
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
保
管
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
地
籍
図
を
作
成
過
程
に
し
た
が
っ
て
分
類
・
整
理

し
、
そ
の
作
成
順
に
み
て
い
き
た
い
。
佐
藤
〔
一
九
八
六
〕
は
、
明
治
前
期
の
地
籍

図
類
と
し
て
、
検
見
耕
地
絵
図
・
壬
申
地
券
地
引
絵
図
・
地
租
改
正
地
引
絵
図
・
地

和
歌
山
県
に
お
け
る
明
治
前
期
地
籍
図
の
保
存
状
況

R
esearch N

otes

研
究
ノ
ー
ト

額
田
雅
裕

427



関
に
廃
棄
さ
れ
た
地
籍
図
類
が
入
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
五
箱
を
当
館
学
芸
員
二
人
で

採
集
し
、
博
物
館
資
料
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

　
収
蔵
し
た
地
籍
図
は
旧
町
村
（
現
在
の
地
区
）
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
加

太
・
紀
伊
・
山
口･

宮
・
四
ヶ
郷
・
和
佐
・
小
倉
・
岡
崎
・
安
原
・
東
山
東
・
西
山

東
の
各
地
区
の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
大
半
が
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
四
年
（
一

九
五
五
～
五
九
）
に
か
け
て
和
歌
山
市
へ
編
入
さ
れ
た
旧
町
村
の
も
の
で
、
明
治
二

二
年
（
一
八
八
九
）
の
市
制
施
行
当
時
の
旧
市
域
の
も
の
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
（
図
2
）。

　
そ
の
直
後
か
ら
、
筆
者
は
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
収
蔵
し
て
い
る
地
籍
図
類
の
調

査
を
開
始
し
た
。
担
当
の
保
管
資
料
及
び
資
料
台
帳
か
ら
絵
図･

地
図
類
の
資
料
を

抽
出
し
て
調
べ
、
館
蔵
資
料･

寄
託
資
料
の
な
か
に
和
歌
山
市
域
の
地
籍
図
と
し
て

明
治
一
四
年
坂
田
村
地
籍
図･

明
治
一
一
年
旧
宮
組
之
図
・
来
栖
村
絵
図
・
落
合
村

絵
図
・
新
在
家
村
地
図
・
栄
谷
村
小
字
図
な
ど
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

博
物
館
内
に
保
管
し
て
い
る
和
歌
山
市
史
編
纂
室
が
収
蔵
し
た
資
料
の
な
か
に
、
明
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図 ２　�和歌山市域の変遷図



治
七
年
黒
岩
村
耕
地
図
・
明
治
七
年
南
畑
村
耕
地
図
・
黒
谷
村
全
図
・
塩
ノ
谷
村
全

図
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
絵
図
は
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
七
月
二
二
日
に
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
の
明
治
期
地
籍
図
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
調
査
し
、
写
真
の
撮
影
を
行

な
っ
た
。

　
そ
の
翌
日
、
七
月
二
三
日
に
は
和
歌
山
県
立
文
書
館
に
お
い
て
須
山
高
明
・
藤
隆

宏
両
氏
に
お
世
話
に
な
り
、
和
歌
山
県
関
係
の
地
籍
図
資
料
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

『
収
蔵
資
料
目
録
』
の
な
か
で
、
特
に
第
四
号
の
和
歌
山
県
立
図
書
館
か
ら
の
移
管

資
料
の
な
か
に
明
治
八
年
那
賀
郡
神
田
村
、
有
田
郡
三
田
村
・
西
原
村
・
沼
村
・
八

幡
村･

清
水
村
、
明
治
二
〇
年
「
耕
地
山
林
原
野
字
図
面
並
び
に
一
村
」、
明
治
二

一
年
以
前
所
有
山
林
略
図
、
地
押
調
査
更
正
字
地
図
面
一
冊
（
明
治
二
四
年
カ
）
な

ど
和
歌
山
県
各
地
の
地
籍
図
類
が
多
く
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
閲
覧
し
写
真
撮
影
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
龍
神
村
（
現
：
田
辺
市
）
の
明
治
一
九
年
作
成
の
日
高
郡
西
村
田
畑
先
地
字
限
図

面
・
日
高
郡
東
村
田
畑
先
地
字
限
図
面
・
日
高
郡
字
国
戸
村
田
畑
先
地
字
限
図
面
な

ど
は
、
後
述
す
る
明
治
八
年
『
地
価
取
調
帳
』
の
「
紀
伊
国
何
郡
何
村
絵
図
」
の
凡

例
と
同
じ
様
式
で
え
が
か
れ
て
い
た
。

　
翌
二
〇
〇
四
年
一
月
二
九
日
に
は
、
粉
河
町
（
現
：
紀
の
川
市
）
役
場
資
産
税
課

に
て
元
総
務
課
町
史
編
纂
室
の
宮
木
ト
シ
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
、
地
籍
図
類
を
調

査
し
た
。そ
こ
に
は
、
地
租
改
正
地
引
絵
図
と
思
わ
れ
る
紀
伊
国
那
賀
郡
粉
河
村（
字

三
尊
寺･

下
新
田
・
中
岡･

北
垣
内
・
北
宅
地
・
古
一
里
山
・
東
鳥
居･
西
鳥
居･

片
山
・
藤
井･

西
宅
地
・
西
岡･

這
原
）、
明
治
八
年（
一
八
七
三
）一
〇
月
の
猪
垣
・

中
山
・
遠
方･

杉
原･

風
市
、
同
じ
く
明
治
八
年
中
津
川
、
中
山
・
藤
井
が
あ
り
、

明
治
二
二
年
に
旧
三
〇
村
が
一
町
四
村
に
な
っ
た
時
期
の
も
の
が
ほ
ぼ
保
管
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
地
押
調
査
更
正
地
図
の
控
と
思
わ
れ
る
縮
尺
約
一
二
〇
〇
分

の
一
の
長
田
地
区
第
弐
号
（
北
長
田
・
長
田
中
・
南
志
野
・
北
志
野
）
と
藤
井
が
巻

子
と
し
て
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
調
書
を
作
成
し
、
会
議
室
に

て
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
枚
だ
け
で
は
あ
っ
た
が
、
一
村
全
図
の
大

字
藤
井
字
図
は
縮
尺
が
一
二
〇
〇
分
の
一
で
、
ほ
か
の
藤
井
村
の
地
籍
図
及
び
現
在

の
地
番
と
異
な
る
地
番
が
ふ
ら
れ
て
お
り
、
壬
申
地
券
地
引
絵
図
の
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
、
再
調
査
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
調
査
で
は
な
い
が
、
二
〇
〇
三
年
八
月
に
は
那
賀
町
（
現
：
紀
の
川
市
）

西
野
山
に
あ
る
華
岡
青
洲
の
里
に
お
い
て
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
前
田
正
明
氏
と

共
同
で
旧
那
賀
町
域
の
地
籍
図
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
前
田
氏
か
ら
か
つ
ら

ぎ
町
の
笠
田
・
移
・
高
田
・
背
の
山
・
窪
地
区
の
地
籍
図
の
写
真
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
。

　
二
〇
〇
四
年
二
月
二
二
日
に
は
、
森
田
泰
充
氏（
当
時
：
和
歌
山
大
学
大
学
院
生
）

か
ら
龍
神
村
（
現
：
田
辺
市
）
の
地
籍
図
の
画
像
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
同
年
七
月
に
は
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
に
て
、
海
津
一
朗
氏
か
ら
海
南
市
の

地
籍
図
の
一
部
、
明
治
一
四
年
那
賀
郡
小
野
田
村
絵
図
、
明
治
二
二
年
以
前
旦
来
村

全
図
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
二
〇
〇
七
年
三
月
二
九
日
に
は
、
橋
本
市
郷
土
資
料
館
に
て
、
明
治
六
年
六
月
実

地
測
量
の
芋
生
村
耕
地
図
面
・
馬
場
村
耕
地
図
面
・
境
原
村
高
地
図
面
な
ど
の
地
籍

図
を
調
査
・
写
真
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
故
中
野
榮
治
氏
（
元
近
畿
大
学
）
を
は
じ
め
地
理
学
研
究
者
及
び
城
郭

研
究
者
か
ら
地
籍
図
の
コ
ピ
ー
や
小
字
図
等
関
係
資
料
を
大
量
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
が
、
ま
だ
整
理
中
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
現
在
、
実
物
資
料
が
確
認
で
き

な
い
地
区
の
地
籍
図
コ
ピ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
整
理
し

て
い
き
た
い
。

❷
地
租
改
正
地
引
絵
図

　
和
歌
山
県
の
地
籍
図
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
に
残
る
地
籍
図
の
ほ
か
に
、
明
治
二

〇
年
以
前
の
地
図
は
残
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
〔
水
田
二
〇
〇
四
〕。
し
か
し
、

筆
者
ら
の
近
年
の
調
査
で
よ
う
や
く
そ
の
一
部
が
海
南
市
や
橋
本
市
な
ど
県
内
各
地
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に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
所
在
確
認
が
十
分
で
き
な
か
っ
た

原
因
は
、
地
図
目
録
を
作
成
し
て
い
る
機
関
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、「
地
籍
図
」

と
い
う
名
前
で
保
存
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
字
限
図
」
と
か
「
耕
地
図
面
」
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
地
籍
図
と
い
っ
て
も

そ
の
当
該
資
料
が
出
て
き
に
く
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
収
蔵
し
て
い
る
絵
図
資
料
で
も
明
治
期
の
地
籍
図
と
い
う

認
識
で
保
存
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
村
絵
図
関
係
の
館
蔵
資
料
を
再
点

検
し
て
み
て
、
地
籍
図
と
判
明
し
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
加
太
地
区
の
一
筆
耕
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図 4　�黒岩村耕地図面



地
図
で
あ
る
「
実
地
丈
量
壱
枚
図
」
二
冊
（
図
3
）
や
山
東
地
区
の
耕
地
図
面
三
鋪

（
口
絵
4-

①
、
図
4
・
5
）
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
明
治
政
府
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
田
畑
永
代
売
買
の
解
禁
を
実
施
し
、

武
家
地
や
町
屋
を
含
め
す
べ
て
の
土
地
の
私
有
を
認
め
、
地
価
を
定
め
て
、
所
有
者

か
ら
地
租
を
収
納
す
る
た
め
、
明
治
六
年
二
月
か
ら
土
地
所
有
者
に
地
券
を
発
行
し

た
。
こ
の
地
券
は
、
布
達
し
た
年
号
か
ら
壬
申
地
券
と
呼
ば
れ
、
ま
ず
免
租
地
で

あ
っ
た
旧
城
下
町
か
ら
沽
券
（
地
券
）
を
発
行
し
、
そ
の
後
、
郡
村
地
に
も
地
券
を

発
行
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
土
地
所
有
者
を
確
定
し
土
地
所
有
権
を
認
定
す
る
と
と
と
も
に
、

地
租
負
担
者
の
確
定
を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
和
歌
山
県
で
は
、
明
治
七
年
初
頭

ま
で
に
八
九
万
通
余
り
の
地
券
を
発
行
し
た
。

　
明
治
六
年
一
〇
月
、
政
府
は
地
租
改
正
条
例
を
布
達
し
、
地
価
の
三
パ
ー
セ
ン
ト

を
金
納
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
価
決
定
の
段
階
に
移
っ
た
〔
和
歌
山
市
一
九
九
〇
、

六
五
一
頁
〕。
地
価
決
定
に
は
、
実
地
丈
量
に
よ
っ
て
土
地
の
等
級
と
面
積
の
確
定

が
行
な
わ
れ
た
。
和
歌
山
県
令
は
、
明
治
八
年
三
月
に
「
地
租
改
正
ニ
付
人
民
心
得

書
」
を
布
達
し
、
各
区
戸
長
に
土
地
の
測
量
、
地
価
の
取
調
べ
を
命
じ
て
改
租
事
業

に
着
手
し
た
〔
和
歌
山
県
一
九
八
九
、
一
二
七
頁
〕。

　
明
治
八
年
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
和
歌
山
で
は
実
地
丈
量
取
調
帳
（
一
筆

限
帳
・
反
別
帳
）
と
字
限
図
が
作
成
さ
れ
た
〔
和
歌
山
市
一
九
九
〇
、
六
六
頁
〕。
加

太
浦
の
字
大
崎
谷
の
実
地
丈
量
壱
枚
図
の
中
扉
に
は
、「
明
治
八
年
十
二
月
十
八
日

　
加
太
浦
会
議
所
検
査
済
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、｢

地
位
等
級
調
書｣

に
基
づ
い
て
、
和
歌
山
県
下
一
三
〇
二
か
村
の
検

査
を
実
施
し
、
予
定
収
穫
量
に
達
し
な
い
村
に
は
何
度
も
修
正
さ
せ
た
。
小
区
長
・

戸
長
・
副
戸
長
に
小
区
惣
代
人
・
惣
代
人
と
い
う
職
務
を
任
命
し
て
地
押
丈
量
し
、

地
位
等
級
・
収
納
米
の
決
定
を
農
民
査
定
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
が
、
実
際
に
は
面

積
の
増
歩･

収
納
米
の
査
定
基
準
額
を
増
額
し
、
予
定
地
価
を
押
し
付
け
て
官
僚
査

定
を
認
め
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
て
、
予
定
量
に
達
し
て
か
ら
「
地
価
取
調
帳
」
を
作
成
さ
せ
た
。
和
歌
山

県
で
は
改
正
反
別
が
旧
反
別
か
ら
四
四
．二
%
の
増
加
と
な
り
、
名
草
郡
の
禰
宜
村

で
は
約
二
．五
倍
の
予
定
収
穫
量
に
修
正
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
一
筆
ご
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と
の
地
価
決
定
か
ら
地
租
が
決
定
さ
れ
た
。

　
耕
地
の
地
租
改
正
は
、
予
定
地
価
を
押
し
付
け
て
、
強
制
的
に
明
治
九
年
六
月
に

終
わ
る
〔
和
歌
山
県
一
九
七
八
・
一
九
八
九
〕。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
土
地

台
帳
規
則
が
制
定
さ
れ
、
地
券
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
地
券
は
紙
く
ず
同
然
と
な
っ
た

が
、
そ
の
一
部
は
博
物
館
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
八
年
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
各
村
で
は
、
字
別
に
「
現
反
別
帳
」（「
実

地
丈
量
取
調
帳
」・「
一
筆
限
帳
」
等
と
も
呼
ば
れ
る
）
と｢

字
限
図｣

が
作
成
さ
れ

た
〔
和
歌
山
市
一
九
九
〇
〕。
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
名
草
郡
禰
宜
村
の
場
合
、「
実

地
丈
量
取
調
帳
」
に
は
一
筆
ご
と
に
地
位
等
級
の
原
案
が
括
弧
内
に
朱
書
き
さ
れ
た

と
い
う
。
地
位
等
級
は
、
五
等
級
以
上
一
〇
等
級
以
下
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
評
定
は

区
長
と
村
民
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
〔
和
歌
山
市
一
九
九
〇
、
六
六
頁
〕。
そ

し
て
、
旧
和
佐
組
各
村
の
農
民
査
定
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た｢

地
位
等
級
調
書｣

は
、

翌
年
二
月
に
小
区
長
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
県
令
神
山
郡
廉
へ
提
出
さ
れ
た

〔
和
歌
山
市
一
九
九
〇
〕。

　「
現
反
別
帳
」
は
、
加
太
村
で
は
「
実
地
丈
量
壱
枚
図
」
と
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

加
太
地
区
の
加
太
浦
で
は
、
そ
の
表
書
き
か
ら
三
五
冊
の
「
実
地
丈
量
壱
枚
図
」
が

作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
冊
、
深
山
村
で
二
冊
の
う
ち
一
冊
が

残
り
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
収
蔵
し
て
い
る
。「
現
反
別
帳
」（「
実
地
丈
量
壱
枚

図
」）
は
、
一
筆
ご
と
に
実
地
調
査
し
て｢

地
所
一
筆
限
取
調
帳｣
を
つ
く
り
、
壬

申
地
券
地
引
絵
図
は
そ
の
と
き
の
野
帳
を
も
と
に
作
成
し
た
下
絵
図
を
清
書
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
〔
水
田
二
〇
〇
四
〕。

　「
蛭
子
町
」
の
も
の
は
、
表
紙
に
「
加
太
全
参
拾
五
冊
ノ
内
弐
拾
八
號
」、
中
扉
に

「
明
治
八
年
十
二
月

　
加
太
浦
会
議
所
」
と
あ
る
（
図
3
）。「
深
山
」
の
も
の
は
、

表
紙
に「
弐
冊
ノ
内
弐
號
」、
中
扉
に「
明
治
八
年
九
月

　
第
二
大
区
三
十
区
深
山
邨
」

と
あ
り
、
両
方
と
も
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
作
成
で
あ
る
。「
蛭
子
町
」
は
七

二
枚
、「
深
山
」
は
一
三
〇
枚
が
一
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
地
番
号

･

地
目･

面
積･

所
有
者･

周
囲
の
隣
接
地
を
記
し
、
丈
量
し
た
土
地
の
形
状
を
マ

ス
目
を
使
っ
て
示
し
、
右
下
に
面
積
の
計
算
を
行
っ
て
い
る
（
横
線
は
朱
書
き
）。

面
積
の
計
算
は
、
例
え
ば
蛭
子
町
一
二
四
七
号
の
場
合
、「
○
」
は
マ
ス
が
完
全
な

も
の
の
数
で
三
九
、「

〃

」
は
不
完
全
な
マ
ス
の
百
分
率
の
合
計
で
七
二
六
あ
り
、

39

＋7.26

≒46

と
い
う
計
算
結
果
か
ら
面
積
は
一
畝
一
六
歩
（
三
〇
歩
＝
一
畝
）
と

な
る
。
宅
地
も
農
地
と
同
じ
よ
う
に
面
積
は「
壱
畝
拾
六
歩
」と
表
記
し
て
い
る（
図

6
）。

　
加
太
浦
は
、
明
治
二
二
年
に
加
太
村
、
明
治
三
二
年
に
加
太
町
、
昭
和
三
三
年
に

和
歌
山
市
と
な
っ
た
。

　「
加
太
村
大
字
加
太
字
図
」
一
冊
は
、「
実
地
丈
量
壱
枚
図
」
と
同
時
期
に
作
成
さ

れ
た
字
限
図
と
思
わ
れ
、
表
紙
に
「
大
字
加
太
弐
冊
之
内
一
」
と
あ
り
、「
第
一
番

　
紀
伊
国
海
部
郡
加
太
浦
ノ
内
字
大
崎
」
を
は
じ
め
三
六
枚
の
字
限
図
が
綴
ら
れ
て

い
る
。
最
初
の
第
一
番
に
の
み
凡
例
が
記
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
4-

②
）。
右
か
ら
溜

池･
堤
防･
河
溝･

道
路･

土
地
境
界･

畦
畔･

岸
（
崖
?
）・
合
併
及
裂
地･

社

寺
及
墓
地･
堀･
井
戸･

肥
料
ツ
ボ
・
山
と
一
三
の
凡
例
が
あ
る
（
図
7
）。
多
く

432

国立歴史民俗博物館研究報告
第 163集　2011年 3月

図 6　�加太蛭子町の実地丈量壱枚図�1２47 号



の
凡
例
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、「
肥
料
ツ
ボ
」
の
位
置
ま
で
示
す
な
ど
か
な
り
詳

密
な
記
載
内
容
で
、
ほ
か
の
地
域
の
地
籍
図
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
は
あ

と
か
ら
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、「
大
川
」･

「
深
山
」
の
同
様
の
字
限
図

が
あ
り
、
袋
と
じ
の
部
分
に
「
海
草
郡
加
太
村
」
の
割
り
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明

治
二
九
年
か
ら
三
二
年
に
一
綴
り
に
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

❸
地
価
取
調
帳
雛
形
と
地
租
改
正
地
引
絵
図

　
地
租
改
正
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
土
地
制
度
及
び
税
制
の
改
革
で
、
旧
来
の
農
民

保
有
地
に
対
し
て
地
券
を
発
行
し
て
私
的
土
地
所
有
権
を
認
め
る
か
わ
り
に
地
租
を

課
す
も
の
で
あ
る
。

　「
調
査
の
手
順
や
地
引
絵
図
の
作
成
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
各
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ

準
則
や
帳
簿
な
ら
び
に
地
図
の
雛
形
を
布
達
」
し
、
地
図
に
は
府
県
に
よ
っ
て
か
な

り
特
色
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
〔
佐
藤
一
九
八
六
、
四
二
四
～
四
二
五
頁
〕。
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
七
月
の
地
租
改
正
条
例
を
受
け
て
、
翌
八
年
三
月
に
和
歌
山
県
令

は｢

地
租
改
正
ニ
付
人
民
心
得｣

を
布
達
し
、
各
区
戸
長
に
命
じ
て
土
地
の
測
量
、

地
価
の
取
調
べ
に
着
手
し
た
。

　
近
年
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
で
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
「
地
価
取
調
帳
」

雛
形
の
和
歌
山
県
版
一
冊
を
収
蔵
し
た
（
図
8
）。
そ
れ
は
和
歌
山
県
内
各
村
に
和
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歌
山
県
令
神
山
郡
廉
あ
て
提
出
を
求
め
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
同
雛
形
に
は

和
歌
山
県
内
各
村
の
百
姓
総
代･

副
戸
長
・
戸
長
の
連
署
で
、
地
番
ご
と
に
田
・

畑
・
宅
地
な
ど
と
い
っ
た
地
目
・
地
価
と
所
有
者
名
を
書
き
上
げ
、
二
〇
筆
程
度
ご

と
に
地
価
額
を
計
算
し
、
字
ご
と
の
地
価
、
地
目
ご
と
の
面
積
と
地
価
総
額
を
書
き

上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
村
ご
と
に
和
歌
山
県
令
宛
て
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
竿
は
一
間
六
尺
三
寸
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
滋
賀
県
で
は

「
間
竿
を
六
尺
一
間
に
統
一
」〔
河
﨑
二
〇
〇
四
〕
し
た
と
い
い
、
県
に
よ
っ
て
長
さ

が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
価
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月
二
八
日
付
「
地
方
官
心
得
」
の
地
租
算

定
検
査
例
を
も
と
に
、
地
目
ご
と
に
収
穫
高
か
ら
算
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
和
歌
山

県
の
平
均
地
価
は
、
反
当
り
七
二
円
六
五
銭
と
高
く
、
大
阪
府
に
つ
い
で
全
国
第
二

位
で
あ
っ
た
〔
和
歌
山
市
一
九
九
〇
〕。
そ
の
た
め
、
那
賀
郡
の
粉
河
騒
動
な
ど
各
地

で
地
価
修
正
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
地
籍
図
と
は
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で

は
省
略
す
る
。

　「
地
価
取
調
帳
」
で
は
、
字
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
附
図
と
し
て
大
字
全
図
を

つ
け
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
地
籍
図
の
雛
形
「
紀
伊
国
何
郡
何
村
絵
図
」（
図

9
）
が
同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
埼
玉
県
の
『
地
租
改
正
ニ
付
人
民
心
得

書
』
に
付
け
ら
れ
た
「
何
村
字
訳
絵
図
」〔
佐
藤
一
九
八
六
、
口
絵
8
〕
と
ほ
ぼ
同
じ

絵
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
布
達
さ
れ
た
地
価
取
調
規
則
に
附
属
し
た
雛
形
の

絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。

　
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
は
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
式･

凡
例
で
か
か
れ
た
絵

図
が
ほ
か
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八
年
の
「
栄
谷
村
耕
地
図
面
」（
図

11･

12
）
と
明
治
一
九
年
の
龍
神
村
の
地
籍
図
（
図
13
）
が
そ
れ
で
、
凡
例
は
ほ
と

ん
ど
同
じ
記
号
、
同
じ
配
列
順
に
な
っ
て
い
る
。
栄
谷
村
耕
地
図
面
の
凡
例
や
図
の

様
式
は
、
雛
形
の
「
紀
伊
国
何
郡
何
村
絵
図
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
そ
れ
を
手
本
と
し

て
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
12
）。
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❹
地
押
調
査
と
更
正
絵
図

　
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
は
、
明
治
一
八
年
か
ら
四
年
間
か
け
て
行

な
っ
た
地
押
調
査
な
ど
の
過
程
で
修
正･

調
製
さ
れ
、
そ
の
更
正
地
図
は
明
治
二
二

年
の
土
地
台
帳
附
属
地
図
へ
と
繋
が
っ
た
。

　
明
治
一
七
年
三
月
一
五
日
、
大
蔵
省
は
「
地
租
改
正
条
例
」
を
廃
止
し
、「
地
租

条
例
」
を
布
告
し
て
、
法
定
地
価
が
設
定
さ
れ
、
税
率
も
定
率
と
な
り
地
租
を
固
定

化
し
た
〔
佐
藤
一
九
八
六
〕。

　
明
治
一
七
年
五
月
二
一
日
付
の
「
地
籍
編
製
順
序
」（
栃
木
県
版
）
に
よ
る
と
、

明
治
八
年
と
一
二
年
の
「
地
租
改
正
人
民
心
得
」
に
よ
り
調
製
し
た
「
地
引
絵
図
」

を
基
本
と
し
て
調
理
し
（
第
三
条
）、
村
界
は
両
村
立
会
い
の
上
、「
字
限
り
図
面
」

に
両
村
戸
長･

惣
代
人
二
名
以
上
が
記
名
・
調
印
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
（
第

六
条
）。

　
ま
た
、
改
租
の
際
に
調
理
し
た
地
引
絵
図
及
び
切
絵
図
を
根
拠
と
し
て
遺
漏
な
く

字
限
図
を
製
し
、
町
村
全
図
を
製
す
る
こ
と
（
第
二
三
条
）、
縮
尺
を
曲
尺
一
寸
を

二
〇
間
（
第
二
四
条
）、
す
な
わ
ち
、
一
二
〇
〇
分
の
一
と
し
て
い
る
。
字
図
お
よ

び
村
全
図
は
実
測
図
を
原
則
と
し
、
縮
尺
は
原
則
と
し
て
町
村
図
が
三
〇
〇
〇
分
の

一
、
字
図
が
六
〇
〇
分
の
一
で
作
成
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（『
地
図
調
整

式
』）。

　
明
治
一
八
年
二
月
二
八
日
、
大
蔵
省
は
各
府
県
知
事
に
「
地
押
調
査
ノ
件
」
の
訓

令
を
出
し
て
、
田
畑
の
面
積
を
測
量
し
直
し
、
地
図
の
整
備
を
命
じ
た
。
し
か
し
、

分
間
略
器
・
水
縄
・
梵
天
な
ど
従
来
の
測
量
道
具
を
使
い
、
ま
た
地
図
の
基
準
が
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
二
〇
年
六
月
二
〇
日
、
大
蔵
省
は
「
地
図
更
正
ノ
件
」

の
内
訓
を
発
し
、「
町
村
製
図
略
法
」
を
公
布
し
て
、
ア
リ
ダ
ー
ド
な
ど
の
近
代
的

測
量
機
器
を
用
い
た
土
地
丈
量
や
地
図
の
作
成
方
法
の
準
則
を
示
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
地
図
の
雛
型
の
方
位
を
北
に
し
た
と
い
う
〔
佐
藤
一
九
八
六
、
四
二
六
頁
〕。

　
地
租
改
正
に
あ
た
っ
て
、
字
番
号
は
ど
こ
を
起
番
と
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
順

番
を
つ
け
る
か
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
が
な
か
っ
た
〔
佐
藤
一
九
八
六
、
一
二
八
頁
〕

よ
う
で
、「
江
戸
時
代
の
検
地
で
は
、
東
方
（
巽
）
よ
り
打
ち
始
め
、
西
北
（
乾
） 

で
終
わ
る
の
が
一
般
」
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
佐
藤
一
九
八
六
、
一
三
四
頁
〕。

　
若
槻
村
の
例
か
ら
み
て
、
地
番
は
村
域
の
左
上
の
地
所
を
初
番
と
し
て
右
下
へ
付

け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
〔
佐
藤
一
九
八
六
、
一
三
一
頁
〕。
壬
申
地
券
時
の

地
番
と
み
な
さ
れ
る
旧
地
番
は
地
図
が
南
を
上
と
し
て
い
た
が
、
地
押
調
査
更
正
絵

図
は
雛
形
の
地
図
が
北
を
上
に
し
て
い
た
た
め
、
同
様
に
左
上
の
北
西
隅
の
地
所
を

基
点
と
し
て
右
下
の
南
東
隅
に
終
わ
る
一
連
の
番
号
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
結
果
的
に
み
る
と
、
新
し
い
地
番
は
古
い
地
番
と
ま
っ
た
く
逆
か
ら
付
け

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
押
調
査
は
明
治
二
一
年
一
〇
月
に
は
各
府
県
と
も
終
了
し
、
土
地
台
帳
と
地
図

の
調
整
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
明
治
二
二
年
三
月
二
三
日
、
地
券
廃
止
、
土
地
台
帳
規
則

が
制
定
さ
れ
、
地
押
調
査
更
正
絵
図
は
土
地
台
帳
附
属
地
図
と
な
っ
た
。
地
押
調
査

更
正
絵
図
は
、
市
町
村
役
場
の
ほ
か
に
税
務
署
に
も
備
え
付
け
ら
れ
、
現
在
も
法
務

局
に
お
い
て
公
図
・
旧
公
図
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
土
地
台
帳
は
昭
和
三
五
年
に

土
地
登
記
簿
に
吸
収
統
一
さ
れ
、
現
行
の
固
定
資
産
税
制
度
で
は
地
籍
図
は
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　
内
務
省
地
理
寮
は
、
公
有
地
と
民
有
地
の
両
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
土
地
の
地
籍

編
成
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
二
月
に
は
各
府
県
に
地

籍
編
纂
を
布
達
し
「
地
籍
」
の
雛
型
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
先
行
す
る
地
租
改
正

事
業
の
遅
れ
、
西
南
戦
争
の
影
響
で
事
業
は
中
断
し
、
再
開
後
の
明
治
二
三
年
、
内

務
省
地
理
局
が
廃
止
さ
れ
、
地
籍
編
纂
事
業
は
中
止
と
な
っ
た
。
和
歌
山
県
で
は
、

そ
の
作
成
状
況
が
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
地
籍
編
纂
地
籍
図
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
回
の
地
籍
図
調
査
に
入
っ
て
か
ら
、
各
地
の
市
町
村
で
は
平
成
の
大
合
併
が
進
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河
崎
幸
一
（
二
〇
〇
四
）「
明
治
前
期
の
滋
賀
県
の
地
籍
図
類
の
編
製
に
つ
い
て
」、『
和
歌
山
地
方

史
研
究
』
四
八
、三
六–

四
二
頁

佐
藤
甚
次
郎
（
一
九
八
六
）『
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
』
古
今
書
院
、
二
三–

三
四
頁

額
田
雅
裕
（
二
〇
〇
二
）「
和
歌
山
市
地
籍
図
目
録
Ⅰ
（
河
南
編
）」、
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀

要
一
六
、五
一–

七
五
頁

額
田
雅
裕
（
二
〇
〇
六
）「
和
歌
山
市
地
籍
図
目
録
Ⅱ
（
河
北
編
）」、
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀

要
二
〇
、六
〇–

七
七
頁

水
田
義
一
（
二
〇
〇
四
）「
明
治
前
期
の
地
籍
図
の
作
成
と
和
歌
山
県
に
お
け
る
状
況
」、『
和
歌
山

地
方
史
研
究
』
四
八
、二
五–

三
五
頁

和
歌
山
県
（
一
九
七
八
）『
和
歌
山
県
史
』
近
現
代
史
料
四
、七
五
～
八
〇
頁

和
歌
山
県
（
一
九
八
九
）『
和
歌
山
県
史
』
近
現
代
一
、一
二
三
～
一
三
九
頁

和
歌
山
県
立
文
書
館
（
二
〇
〇
〇
）『
収
蔵
資
料
目
録
』
四
、
和
歌
山
県

和
歌
山
市
（
一
九
九
〇
）『
和
歌
山
市
史
』
三
、六
五
～
七
一
頁

引
用
・
参
考
文
献

行
し
、
和
歌
山
県
で
は
五
〇
あ
っ
た
市
町
村
が
三
〇
に
減
少
し
た
。
筆
者
ら
は
、
こ

れ
ま
で
市
町
村
の
資
産
税
関
係
部
局
に
保
管
さ
れ
て
き
た
地
籍
図
類
を
調
査
し
て
き

た
が
、
そ
の
後
の
保
管
状
況
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。
市
町
村
合
併
に
よ
っ

て
、
地
籍
図
類
の
保
管
が
な
お
ざ
り
に
な
り
、
廃
棄
さ
れ
て
い
な
い
か
心
配
で
あ
る
。

地
籍
図
は
、
明
治
初
年
の
土
地
利
用
や
景
観
を
記
録
し
た
貴
重
な
文
化
財
資
料
で
あ

る
。
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
各
市
町
村
の
地
籍
図
は
、
県
立
博
物
館
あ
る
い
は
文
書

館
な
ど
で
一
括
し
て
保
管
管
理
し
、
調
査
研
究
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
法
的
な
整
備

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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（
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）




